


１. SDGs経営／ESG投資研究会
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井阪 隆一 株式会社セブン＆アイ・ホールディングス 代表取締役社長
出雲 充 株式会社ユーグレナ 代表取締役社長
荻原 亘 野村アセットマネジメント株式会社 執行役員 運用調査副本部長 株式ＣＩＯ
垣内 威彦 三菱商事株式会社 代表取締役社長
五神 真 東京大学 総長
齋藤 充 日本通運株式会社 代表取締役社長
澤田 道隆 花王株式会社 代表取締役 社長執行役員
十倉 雅和 住友化学株式会社 代表取締役社長
中島 徳至 グローバルモビリティサービス株式会社 代表取締役社長
永野 毅 東京海上ホールディングス株式会社 取締役社長 グループＣＥＯ
林田 英治 ＪＦＥホールディングス株式会社 代表取締役社長
福島 毅 ブラックロック・ジャパン株式会社 取締役ＣＩＯ
山田 義仁 オムロン株式会社 代表取締役社長ＣＥＯ
吉田 憲一郎 ソニー株式会社 取締役 代表執行役 社長 兼 ＣＥＯ
吉田 淳一 三菱地所株式会社 執行役社長

外務省、金融庁、公益社団法人経済同友会、一般社団法人日本経済団体連合会、
一般社団法人日本投資顧問業協会、株式会社日本取引所グループ、
独立行政法人日本貿易振興機構、一般社団法人Japan Innovation Network

※五十音順、役職は研究会開催時点（2018年11月）

（２）委員・オブザーバー

委員

オブザーバー
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２. 「SDGs経営ガイド」について
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（２）「SDGs経営ガイド」 構成とメッセージ①

Ⅰ 企業にとってのSDGs
 SDGsは企業と世界をつなぐ「共通言語」
 SDGsは「未来志向」のツール
 SDGs－企業経営における「リスク」と「機会」
 日本企業の理念とSDGs
 ベンチャー企業とSDGs

Ⅱ 投資家にとってのSDGs ―SDGs経営とESG投資―
 投資家を取り巻く環境変化
 長期的な企業価値の評価とSDGs
 SDGs経営を行う企業のパフォーマンス

Ⅲ マルチステークホルダーとの「懸け橋」
 「SDGsネイティブ」としてのミレニアル世代
 SDGsと従業員／消費者
 「知の総体」としての大学の役割
 「連携」はSDGs経営の重要なカギ

Part1. SDGs －価値の源泉
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Part2. SDGs経営の実践

Ⅰ 社会課題解決と経済合理性
 経済合理性を見出し、

新たな市場を取りに行く

Ⅱ 重要課題(マテリアリティ)の特定
 重要課題を特定し、

資源を投入する

Ⅲ イノベーションの創発
 社会課題を解決する

イノベーションを「協創」する
 経営者自身が

新規事業をリードする

Ⅳ「科学的・論理的」な検証・評価
 「科学的・論理的」な

検証・評価を徹底する／させる
 国際標準を、積極的に活用する

Ⅴ長期視点を担保する経営システム
 SDGs経営を「仕組み」

で持続させる

Ⅵ「価値創造ストーリー」としての発信
 「価値創造ストーリー」を描き、

発信する
 「選ばれたい人」に刺さる

メッセージを発信する
 的確に伝え、対話し、更なる

価値創造へ

（２）「SDGs経営ガイド」 構成とメッセージ②
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 価値協創ガイダンスの理念を共有した、企業と投資家の多様な「共通言語」を活用するこ
とで、企業は目的に合わせた情報開示を行い、より効率的に投資を呼び込むことが可能。

（４）「価値協創ガイダンス」フレームワークの全体像：
価値協創ガイダンスの理念を共有した「共通言語」①

＜価値協創ガイダンスフレームワーク＞
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３.今後の関連スケジュール
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